
上天草市立維和小学校 学校だより

令和８年４月２３日 No.１ 校長 梅田 浩範

令和８年度がスタートしました！！

職員紹介 ～本年度もよろしくお願いします～

教頭 小松野裕子 教員業務支援員
１・２年担任 園 菜穂子 筒井 洋充
３・４年担任 荒毛 由希 学習支援員 後藤百梨恵
５・６年担任 楠田 一心 特別支援教育補助員
養護助教諭 冨安 愛 千原 みゆき
非常勤講師 橋口 敬介 給食技師 毛利 美沙
学校用務員 山﨑 美香 給食調理員 野田 舞

〈校長自己紹介〉

梅田 浩範（うめだ ひろのり）

５８歳 三角町生まれ

本校勤務２年目となりました。
昨年度に引き続き，天草市の亀場
町から通勤しています。長男と二
男は東京で仕事をしているので，
妻（維和小学校勤務経験あり）と
二人暮らしとなっています。
私の初任校が中南小学校，父の

初任校も大矢野中学校ということ
もあって，大矢野町にはたいへん
お世話になっています。そのご恩
をお返しする上でも，本校最後の
校長としてがんばっていきます！
どうぞよろしくお願いいたします。

について

昨年度に引き続き，学校だよりのタイトルを「波の穂」とさせて
いただきました。
校歌の１番の歌詞に「波の穂」という言葉が出てきます。子供た

ちにも馴染みのある言葉ですし，美しい海に囲まれた維和小学校に
ぴったりの言葉だと思い，昨年度から採用させていただいています。
不定期の発行になるかと思いますが，維和っ子たちの活躍の様子

を皆様にお届けしたいと思います。今年度もご愛読いただけると幸

いです。どうぞよろしくお願いします。

学校だより

維和小HPへ

４月８日（水）の始業式を皮切りに，維和小学校

創立１５２年という長い歴史に幕を閉じる令和８年
度が本格的にスタートしました。昨年度に引き続き，
本校は第１・２学年，第３・４学年，第５・６学年
という完全複式学級を有する学校となっています。
また，翌９日（木）には，多数のご来賓の皆様方

のご臨席の中で，３人の新入生を迎える入学式を行
いました。
本年度の総児童数２８人という小規模校でありま

すが，地域とともに，小規模校ならではの「きめ細
やかさ」と「フットワークの軽さ」を前面に出した
魅力ある教育活動を展開していきたいと考えており
ます。今後とも，皆様方のご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

学校ＨＰを随時更新し
ています。ぜひこちら
もご覧ください！



本年度の維和小学校の教育について
本年度で１５２年に及ぶ本校の伝統や子供たちの実態，そして，本年度の天草教育事務所や上天草市教

育委員会の教育方針を基に，本年度の学校教育目標を以下のように設定いたしました。

【学校教育目標】

ふるさとに誇りをもち，新たな一歩に向かって
自ら学び，かかわり合い，動き出す維和っ子の育成

また，これとあわせて，この学校教育目標を達成する上で必要な維和っ子たちに身に付けさせたい力（資
質・能力）を３つ掲げました（写真は昨年度の児童の様子です）。

自ら
学ぶ力

自ら
かかわり合う力

自ら
動き出す力

お互いを高め合うために，
子供たち同士で学び合って
いる姿

自分を取り巻く全ての「ひと」
「もの」「こと」に，自ら関わ
ろうとしている姿

初めてのことにも「やってみよ
う」と挑戦している姿，きつい
ことや苦手なことにも「続けて
みよう」と継続している姿

このような維和っ子たちの姿を全職員でイメージを共有しながら，これからの教育活動を進めてまいり
ます。今後とも，保護者や地域の皆様方の温かいご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

４月１０日（金）に，新入生の入学を祝う歓迎
遠足を行いました。ただ残念なことに，この日は
朝から雨が降っていたので，校内での実施となっ
てしまいました。
全児童が自己紹介をした後，体育館でゲームを

したり，縦割り班で「校内スタンプラリー」を
行ったりしました。校内での実施となりましたが，
みんな笑顔で楽しい時間を過ごしました。

〈天草教育事務所〉ふるさとを愛し，未来に向かって「伸びる幸せ」をともに実感する天草の教育

〈上天草市教育委員会基本理念〉ふるさとに誇りを持ち未来を切り拓く人づくり

新入生の入学を祝って！ ～歓迎遠足～

もしものときに備えて… ～地震・津波避難訓練～

熊本地震本震の発生からちょうど１０年目となる４月１６日（木）に，地震・
津波避難訓練を行いました。地震発生と津波の襲来予想を告げる校内放送を聞い
た子供たちは，まず地震から身体を守る行動をとり，その後，担任の指示に従っ
て，旧維和中学校裏の小高い丘まで避難しました（避難完了時間２分４８秒）。
地震などの天災は「いつ」「どこで」「どのように」起きるか分かりません。

今回の訓練で学んだことを，日頃から心掛けながら生活していきたいと思います。


